
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月２７日（木）、防災訓練が行われました。須坂消防署より２名の消防署員の方が来校し、訓練の様子を見て

講評して下さいました。署員の丸山さんは「訓練の時に出来ないことは、本番にも出来ない。訓練だと思ってやる

のではなく、本番のような緊張感を持ってやってほしい。みなさんは高校生なので、先生の言うことに従うだけで

はなく、自分自身でも自分たちの命を守るためにどうするべきか考え、行動できるようにしておこう。」というこ

とをお話して下さいました。校長先生は「災害は忘れた頃にやって来るというのは昔のこと。最近は、各地域で地

震や災害が頻繁に起こっていて、自分たちの周りでいつ起こるか分からない状態である。備えあれば憂いなしとい

う言葉のように、訓練の時だけでなく、日頃から防災について考えていこう。」とお話してくださいました。本日

の訓練はＨＲ教室での授業中でしたが、いつも教室にいるとは限りません。体育館、グラウンド、特別教室、課外

活動…どこで授業をしていても、自分たちの命は自分たちで守れるよう、防災について考えましょう。今の自分た

ちには何ができるのか、どのような対策が取れるのか、どのように避難すべきか、よく考えていきたいですね！ 


